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ジ ャ ガイモ近縁種の細胞遺伝学的研究

1 . 二 倍 種 の 成熟分裂

増谷哲雄

Cytogenetic studies of the tuber-bearing Solanum species. 

1.乱1eiosisin the diploid species. 

By 

Tetsuo MASUTANI 

筆者は 1957年ジャガイモ近縁種の細胞遺伝学的研充

を開始するにあたって，二倍程数種の成熟分裂について

詳細な観察を試みた。

観察を行なった二倍種は次に示す6種で，なお参考の

ため若干の四倍種及び同質四倍体植物をも観察に供し

しかしまれに2-4個の・価染色体の見出される場合

もある。図 Aに二倍種として S.phurりG の例を示し

た。 1細胞内に見出される一価染色体の数及びその様な

細胞の頻度を第 1表に示した。

二倍種では一価染色体の観察される場合はさわめて少

た。 ないが，四倍種 S.stolonげ0・'UIμ ではこれがやや多い。

1 S. chacoel1se BITT.， COlll/llersoniana群二倍種 また M-Iではまれに 1-2個の染色体が赤道紋上の染

2 S. gibberulosum Juz. et BUK.， COlll/llersonialla 色体詳と離れて紡錘体外に位置する事がある{二倍種及

群二倍種 び四倍種，図-B-O)。

3 S. laplaticlllll BUK.， COlllmersoniana群二倍種 二倍種の大部分の M-II核板は 12倒の染色体，四倍

4 S. schickii JUZ. et BUK.， CO/lllllersoniana群二 種では24染色体よりなるが，まれに上述の M-Iにみら

イ音種 れる様な現象が観察される(図-E-H)。

5 S. phureja Juz. et BUK.， Tuberosa群二倍種 この現象は DARLINGTON(1937)の記載する“nOn-

6 S. stenoto川 lllllJuz. et BuK.， Tllberosa群二倍 congression of chromosomes"に相当するものと思わ

種 れる。 CHOUDHURI(1943)はジャガイモ近縁二倍種で，

7 S. stol，仰がか'll/ll SCHLECHTD. et BCHE， LOllg，ト 竹中 (1951)は Nicotz'anaで同様の現象を観察している。

pedicellata群四倍種 竹中 (1951)はこの様な行動をとる染色体に悦離染色体の

8 S. antipoviczii BuK.， Longφedicellata群四倍種 名を与えている。この様な税離染色体の数，その細胞の

9 同質四倍体 S.colll/llersonii OUN. 

10 同質四倍体 S.gibberuloslllIιJuz. et BUK.， 

種名及び倍数性の記載はSWAMINATHANa吋 HOWARD

(1953)に従った。

成熟分裂の観察は鉄を含むカノレノア液で約を固定し，

アセトカーミンで染色する方法によったo

観察結果

二倍種では成熟分裂M-Iにおいてー般に 12IIが認め

られる。また観察に供した四倍種2種では 24IIが一般

的に観察された。

後 北海道大学農学部育種学教室業績
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第 1表一価染色体を含む細胞の頻度

種名 2n二 lLZ|21咋官(70)

S. chacoense 24 1229 19 。19 (1.5) 

S. gibberllloslllll 24 925 6 O 6 (0.6) 

S. laplaticulll 24 726 16 。16 (2.2) 

S. 5chickii 24 731 13 1 14 (1.9) 

S. stenolOllllllll 24 1210 19 1 20(1.7) 

S. stoloniferlllll 48 1131 67 。67 (5.9) 
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第 2表 M-Iの滋離染色体出現頻度

種 名
観 察 続開f染色体数

2n 細胞数 1121 3 141計(%)

S. chacoense 24 1229 24 5 I 0 。29 (2.4) 

S. gibberulosum 24 9三5 28 5 I 0 。33(3.6) 

S. laplaticum 24 728 22 2 I 1 。25 (3.4 

S. schickii 24 731 13 1 I () 。14 (1.9 

S. phureja 24 178 9 。()o 9 (5.1) 

S. stenotomum 24 1210 18 。。。18 (1.5) 

S. stolonifel川 48 1131 42 17 3 2 64 (5.7) 

第 3表 M-IIの滋雌染色体出現頻度

|相官| 悌離染色体数
種

名 2n= I詰胞妥I1 121 3 141計('10) 

S. chacoense 24 1129 36 6 。o I 42( 3.7) 

S. gibberulosum 24 1104 30 2 。o I 32 ( 2.9) 

S. schickii 24 786 22 6 3 o I 31 ( 3.9) 

S. stenotolllulll 24 860 32 4 O O 36 ( 4.2) 

S. stololllfenll/l 48 272 24 9 。1 34 (12.5) 

頻度を M-T，M-IIについて調査した結果をそれぞれ第

2表，第 3表に示した。

M-IIにおいては波離染色体の数及びこれを含む細胞

f. -1IlC B ¥氏市、 c 曹:D 4甘JAえ. 

E F .e.. G ，州、la: ゃ場

，ゅ . .. 的・
H 

，お 898.も

手会 G GP‘. 
(全図約 1000倍)

A-S，phureja M-I， 2 1を示す。 B-S. gibberulosulIl 

M-I，続離染色体。 C-S.chacoense M-I，治離染色
体。 D-S.stololllferum M-I，滋離染色体。 E-S.
stenoto川 UlllM-II， i1存離染色体。 F-S.ρhurejaM-
II，治離染色体(ii1ij核板:10及び 12染色体)0 G← S. 
chacoense M-ll，古住離染色体(両核板 :11及び 12染
色体)0H ふ stolo/llferulIlM-ll，税離染色体(両核

板:23及び 24染色体)0 l-S. chaωense中間期，波
離染色体。]-S. cha印 ense1'-11，訪f離染色体

第 4表 二倍種 M-llにおける二次接合のタイプ及びその頻皮

極 名
二次接合のタイプ

Sぬ coe刈35tbUPU-|S仙 tiCU/1l1 S. schickii 1 5. ph川 a1

5ゥーSlllll I wmulll 

3 (2)+6 (1) 34 35 8 7 16 10 

4 (2)+4 (1) 18 24 9 13 9 17 

2(2)+8(1) 21 9 9 1 18 10 

1 (3)十2(2)+5 (1) 5 11 8 8 10 4 

5(2)+2(1) 5 11 5 11 6 4 

1 (3)+3 (2)十3(1) 7 6 5 5 5 4 

1 (2)+10(1) 11 2 2 O 13 。
1(3)+1 (2)+7 (1) 5 4 2 1 4 2 

1 (3)+4 (2)十1(1) 1 1 2 9 1 。
12 (1) 1 O O 1 3 。
1 (3)+9 (1) O 。 O O 4 O 

2(3)+1 (2)十4(1) O O 。 O 4 O 

1 (4)+8 (1) O O O O 3 。
2 (3)+6 (1) 。 O 。 O 2 。
1 (4)十1(3)十5(1) O O O 。 1 。
1 (4)+1 (3)十1(2)+3 (1) O O l O O O 

108 103 51 56 99 51 
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の頻度は共に M-Iにおおけるより多くなっている。

また四倍種 S.stoloniferumは二倍程ーに比して櫛離染

色体の数及び税離染色体のみられる細胞の頻度において

多い傾向があるo

S. chaco印 seの観察例では， T-1Iの時期に観察納胞中

約 4~もの細胞で 1-4 個の染色体が核外細胞質中に残存

しており(図-J)，消失すべき性質のものであるが，これ等

の染色体は M-Iの 価染色体及びM-I，M-IIの溺離染

色体に由来するものであるう。なお図 Iは S.chaco白川

の中間期両娘核外の染色体を示す。

二次接合

これまで多くの研究者が報告した様に，ジャガイモ近

縁種の成熟分裂 M-I，M-IIの各時期に二次按合の現象

が観察される(図-K，L及び|玄j-M-R)。二倍極6種につ

いて M-IIで観察した結果を第4表に示す。

この結果から基本的な二次段合のタイプを見出すのけ、

困難であるが，各種を通じて一般に 2個の染色体よりな

る群の 2-4個存在する場合が比較的多く見出される。

全染色体が二次接合に参与する場合(例えば 6(2))は観察

されず，実質的には 5(2)+2(1) (図 M 及び図 Qの上核板)

が二次接合に参与する染色体のもっとも多い例であっ

た。二倍種では MUNTZING(1933)， CHOUDHURI (1943)， 

OKUNO (1951)等の報ずる如く， 2倒の染色体の接近する

形式が一般的であるといえるかも知れない。

3-e2L -22-ら 、予 ー‘Je-... 
M 

N 

E 
L 

• p I ゃ・ R .，司V.・
o .. p - Q 匂・

S.Zu--0-・.-2ー・4stz- ee.・碍.a.， ・
a 

(全図約 1000倍)

K-S. phurりaM-I，二次接合:4(2)+4(1)0 L-S. 
laρlaticu/Jl M-I，二次接合:1 (3)十1(2)十7(1)0 M-S. 

schiclui M-II，二次接合:5(2)十2(1)0 N-S.ρhurり'a
M-Il，二次接合:1 (3)十2(2)十5(1)0 O-S. gibberu. 

losum M-II，二次接合:1 (2)+ 10 (1)0 P -S. chacoense 

M-Il，二次接合:3 (2)十6(1)0 Q-S. schiclui M-II， 

二次接合 5間十2(1)(上の核板)及び 1(3)十4(2)十

1 (1) (下の核板)0 R -5. stoloniferum M -II，二次接

合:2(4)十2(3)十2(2)十6(1) 

第5表二倍種及び四倍種の二次接合群

平均頻度 (M-ll)

種名

S. chacoense 24 

S. gibberulosum 24 
11寸141MIlo|S. laplaticum 24 51509288035002( 

S. schickii 24 561 3.691 3.531 0.411 0 

S. phureja 24 

。
。
O 

S. stenotomum 24 
5ワ0140io

S. antipoviczii 48 381 9.421 4.321 1.391， 0.451 0 

同 質四倍体 261 6.501 5.421 1.541 0.3創 0.04
S. commersonii 48 

同 質四'u倍10体S. gibberulosum 48 

1) 二次接合に関与しない染色体

2) 染色体 2個よりなる二次接合群，以下同様

!さl倍体における二次接合のタイプは変異が大きくきわ

めて複雑であり，その傾向を把慢するのは不可能であ

る。一応参考に供するため，染色体 2，3， 4個よりなる

二次接合群の平均頻度を二倍磁の資料と共に第5表に示

した。

この表によれば，四倍体では染色体3個及び 4偲より

なる二次接合群が二倍種に比してやや多く見出される。

しかしその数は少々い。

考察

二倍種の成熟分裂の経過は・般的lζ正常といえるであ

ろう O

まれに観察される-1ifii染色体については BAINS(1951) 

の述べている様に“二価染色体の早期離反(用語:木原

1954， precocio日sseperation: BAINS 1951)による"と

解される観察像が多い。

一価染色体及び M-I，M-IIに観察される悌離染色体

等は低頻度ながら結局は消失するに至り，不稔花粉の一

部を構成するものと思われる。

また之等のやや異常な行動をとる染色体の出現頻度に

ついてみると，各々の二倍種について特定の傾向は認め

難く，供試材料の範囲内ではむしろ倍数性により比較的

l土っきりした差異が認められる O 之等の染色体行動はお

そらくジ-1'ガイモ近縁種に広く共通してみられるもので

あり，正常な成熟分裂経過を示す凶倍種では染色体数の

大なるためその頻度が高くなったと解される。
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本報告で調査した之等の資料は種間雑種， 四倍程の半

数体植物等の成熟分裂を調査するにあたっての比較資料

となるであろう。

二次接合について

ジャガイモ近縁種の二次接合現象について報告は多

い。この現象は古くから種々の固定，染色法により多くの

研究者に観察されており，固定の良否にはあまり関係な

い様である。また LAMM(1945)によればアシナプシス

の傾向をもっ同質凶倍体 s.rybilliiの系統は二次談合の

頻度も低かったという。したがってこの現象は単純にア

ノレティファクトによるものとは解し難い様に思われる。

MUNTZING (1933)， CHOUDHURI (1943)， OKUNO (1951) 

等はジャガイモ近縁種の二次接合観察結果よりジャガイ

モ近縁種の染色体基数は 6であると考えている。

筆者の観察結果によれば，二次接合には一定の形式は

見出されない。二倍種では 2個の染色体の接する形式が

もっとも多いが， 6 (2)のタイプは 1例も見出し得なか

った。また四倍体では接合形式の傾向は把握出来ず 4

個の染色体よりなる二次接合群は僅少であった。

二次接合現象はジヤガイモ近縁極の進化の途とで染色

体の増加が生じた事を示しているとしても，その観察結

果より染色体基数を推定するのけ、困難であろう。

摘要

1) ジャガイモ近縁二倍種数種及び凶倍体植物の成熟

分裂経過と二次接合を観察した。

2) 二倍種の M-1では一般に 12Il，四倍種S.51010Ilife-

rUI/l SCHLECHTD. et BCI託 で は 241Iが認められ，ま

た M-Ilでは 12及び 24染色体よりなる平衡核仮が観察

され，その成熟分裂の経過は正常であった。

3) まれに一価染色体及ひ、税離染色体 (M-I及び M-

Il)が二倍種と四倍麗に観察された。各々の H~現頻度は

第 1，2及び3表に記載した。

4) 二倍穏では染色体2個よりなる二次接合群が比較

的多く観察される (M-II)。四倍体におけるご.次接合のタ

イプについては判然たる傾向は認められなかった。
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